
ACTHACTHACTHACTH

副腎皮質刺激ホルモンキット

副腎皮質刺激ホルモン（ACTH)は脳下垂体前葉から放出される３９アミノ酸からなるペプチドホルモンであ

り、視床下部から放出される CRH により産生が誘導され、前駆体であるプロオピオメラノコルチン（POMC)

から切り出されて生成します。

生成した ACTH は、副腎皮質からのコルチゾール他の産生、分泌を促進する作用があり、クッシング病、異

所性 ACTH 症候群などで高値を示し、副腎性クッシング症候群では低値を示します。

CRH に対する下垂体の反応性を見る CRH 負荷試験、下垂体 ACTH 予備能を見るメトピロン（メチラボン）負

荷試験、ネガティブフィードバックを確認するデキサメサゾン試験でも指標として測定されます1)。さらに

副腎皮質の反応性を見るために ACTH を投与する ACTH 負荷試験が行われることもあります。このホルモン

は日内変動が報告されており、早朝に高い値を示し、その後減少して夜間に低くなるため、モニタリング

の場合には採血時間を一定にする必要があります。

※ACTH は、下垂体腺腫の一部や異所性 ACTH 産生腫瘍において大分子型 ACTH の血中濃度が上昇することに

より高値に測定されることがあります2)。
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仕様

試薬構成

免疫反応試薬 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（ＡＣＴＨ） （100テスト／箱）

標準品 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（ＡＣＴＨ）標準品セット （6濃度、各2本／箱）

検体希釈液 Ｅテスト「ＴＯＳＯＨ」Ⅱ（ＡＣＴＨ）検体希釈液 （4ｍＬｘ4本／箱）

対象検体種 ＥＤＴＡ血漿

測定時間 免疫反応時間 10分（１ステップサンドイッチ法） 結果報告 約20分

測定範囲 ２．０～２，０００ ｐｇ／ｍＬ

健常人参考値 ７．７～６３．１ ｐｇ／ｍＬ （社内データ）


